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1 は じ め に

現在,岩手県ではリンドウの栄養系品種の開発に伴い
,

その増殖法が検討されている。前報で簡易な増殖法として

成令株から挿木増殖を行った。その結果,発根条件につい

てはいくつかの知見を得たが,越冬芽形成率はいずれも低

く越冬は困難であった。そこで本試験ではリンドウ栄養系

品種の挿木増殖において越冬芽形成率を高める挿本方法を

検討した。

2試 験 方 法

(0 挿本方法と越冬芽形成率

挿木方法としては,表 1に示したとおり①頂部～ 2節の

節を埋めないで天挿ししたものを対照とし,②頂部～ 2節

の基部 1節埋設区,③ 3～ 4節位の基部 1節を埋めた管挿

し区,④ 5～ 6節位の基部 1節を埋めた管挿 し区,⑤頂部

～ 3節位の基部 2節埋めた天挿し区,⑥ 4～ 6節の基部 1

節埋めた管挿し区,① 2節位の葉の腋芽を埋めて挿した区,

③ 3節位の葉の腋芽を埋めて挿した区を設定 した。

表 1 挿 し木方法と越冬芽形成率

上げ用土としてリンドウ専用培± 2号と十和田砂の2:1
混合土 (体積比)を用いた。

2)鉢上げ後の温度条件と越冬芽形成率

鉢上げ後の温度条件が越冬芽形成に及ぼす影響について

は,表 1に示した②頂部～ 2節位までの基部 1節埋設法 ,

③ 3～ 4節の基部 1節埋設法,及び⑦ 2節位の葉の腋芽埋

設法について行い,鉢上げ後,それぞれ人工気象室内で15

℃,20℃ ,25℃ に設定した温度条件下で管理した。なお
,

日長は16時間とし,その他は(1)と 同様の条件で実施した。

3)採穂時の穂令と挿木後の生育及び越冬芽形成率

穂令を節数で捉え, 8節以上に生育 した茎由来のもの

(以下 8節由来とする)と 5節以下の茎由来のもの (以下

5節由来とする)に分けて挿し穂を採取 し,挿木を行った。

挿木方法は,表 1に示 した②頂部～ 2節位までの基部 1

節埋設法,③ 3～ 4節位の基部 1節埋設法,⑦ 2節位の葉

の腋芽埋設法,③ 3節位の葉の腋芽埋設法で行った。その

他の管理は(Dと 同様の条件で実施 した。また,生育量と越

冬芽形成率の調査は1995年 10月 25日 に行った。

3 試験結果及び考察

は)挿木方法と越冬芽形成率

挿木方法の違いによる生存率は天挿しと管挿しを行った

区で高 く,いずれも80%以上であった。また埋設する節位

が上部であるほど生存率が高い傾向にあつた。一方,葉芽

表 2 挿本方法と越冬芽形成率
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葉芽挿し No 腋芽数   (%) (%)     (個 )

注 節数は種苗特性分類 (リ ンドウ科,リ ンドウ属)に
準じた。

供試品種に栄養系品種 `ポ ラーノ ホワイト'を使用 し

た。プラントパットに挿木用上としてバーミキュライトと

パーライトの等量混合 したものを深さ 5 clに 敷き,条間 5

m,株間 3mの間隔で挿 した。挿し木時期は1995年 5月 10

日とし,切 り口には発根促進剤 (05%オ ■シベロン粉剤)

を粉衣した。挿木後30日 目に25号ポットに 1本植え し.

越冬芽形成率の調査は1995年 10月 25日 に行った。なお,鉢
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挿し区では20～30%と 低い値となった。

生存個体での越冬芽形成率は,節を地中に埋めた区では

80～90%前後の高い値となった。しかし,地中の腋芽数と

表 3 鉢上げ後の管理温度と越冬芽形成率

越冬芽形成率つ
懃
⑩

注 1):生存個体中の越冬芽形成個体割合
2):生存個体の平均越冬芽数

表4 採穂時の穂の生育量

その後形成された越冬芽の芽数に相関は見られなかった。

このことから,節が地中にあるかどうかは越冬芽の形成を

大きく左右するものの腋芽がそのまま越冬芽化するもので

はないと考えられた (表 2)。

12)鉢上げ後の温度条件と越冬芽形成率

頂部～ 2節の基部 1節埋設法で温度条件と越冬芽形成率

を比較すると,温度条件が20℃設定区は越冬芽形成率が73

%で あったのに対 し,15℃設定区では37%,25℃設定区で

は43%と その差は顕著であった。発根後20℃で管理 したも

のは,他の処理区と比べて越冬芽形成率が高い傾向にあっ

た (表 3)。

0)採穂時の穂令と越冬芽形成率

8節由来の穂と5節由来の穂の採穂時の生育を調査した

ところ穂長と節数は倍近くの差があったが茎径に差は見ら

れなかった (表 4)。

8節由来の穂と5節由来の穂では,8節由来の穂を使用

した方が越冬芽形成率がやや高く,越冬芽形成個体におけ

る芽数が多い傾向にあった (表 5)。 これは,8節由来の

ものがエイジングが進んでいる状態であるため,次世代で

ある越冬芽を形成 しやすいものと思われた。

また,開花時までの生育量については両者とも大きな差

は見られず,5節由来のイヽさい苗でも8節由来と同等の生

育を示した。 しかし,着花数は8節由来の穂を利用したも

のの方が多かった。これは,8節由来のものの方が, 5節

由来に比べて生殖生長に入る時期が早いためと思われた

(表 6)。

これらのことから,幼若性が強いもの程栄養生長に傾 き

やすく,ま た幼若性の消失に伴う内生ホルモンの変化が越

冬芽形成に関与しているのではないかと推察された。

4 ま と め

リンドウ栄養系品種 ポ ラーノ ホワイト'の挿木増殖

においては①切り出した穂の基部を地中に埋める,②発根

後の温度管理は20℃を目安に行う,③ 8節以上生育 した母

株から採穂を行うことで越冬芽形成率が向上することが明

らかとなった。

温度条件 挿木方法
(%)

15℃

②

③
⑦

Ｈ

ｍ

一

７３

４７

一

②

③

⑦

②

③

⑦

②

⑤
⑦

20℃

25℃

区 挿木方法
穂長 節数 茎径

(cI) (節 )

8節以上

152
145
158

97
110
96

5節以下   8

8節以上
   8     話     器     "   :|:

()       90       86       77    20
12
14
15
19

②

5節以下  〔〕
③

注 1):越冬芽形成時までの生存個体割合
2):生存個体中の越冬芽形成割合
3):生存率×越冬芽形成率/100
4):越冬芽形成個体における平均越冬芽数

表6 採穂時の穂令と年内生育量

区   挿し木方法  すπご   ■1,F  開花指数`)に   ,‐ ツ4｀ノυiム   (%)    (%)   /t・ 4口 日黙   (個 )    (本 )    (m)    (皿 )
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注 1):越冬芽形成時までの生存個体割合
4):生存個体における平均着花数

2):生存個体中の開花個体割合  3):生存率×開花率/100
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